
 

松 任 駅 周 辺 石 碑 マ ッ プ 解 説 

A 松金馬車鉄道松任駅跡碑・ 明治 31年の北陸線開通を期に、松任・野々市・金沢を結ぶ馬車鉄道が明治 

37年から大正5年まで設置されており、その松任駅の跡     

B 石川郡役所跡碑・・・・・ 明治 13年から大正10年まで、石川郡の行政の中心施設があった。 

C 火除地跡碑・・・・・・・ 江戸時代、密集していた松任の町並みの中に、火事の延焼を防ぐための建物の 

無い空白地が設けられ、貯水池や北国街道を歩く人々の休憩所となっていた。 

D 御傳馬所跡碑・・・・・・ 江戸時代に公用の荷物や、文書の運搬に馬が使われており、その運営施設 

E 松任城址大手先前碑・・・ 松任城の正門の前にあたる場所 

F 町役所跡碑・・・・・・・  江戸時代末に、松任の町政を司る町年寄等の役人が働いていた施設 

G 御旅屋跡碑・・・・・・・ 江戸時代の加賀藩の公的宿泊、休憩所 

G 高札場跡碑・・・・・・・ 江戸時代に、法令等の伝達のために使用された掲示板が設置されていた場所 
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